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Ⅰ陸水形態としての貯水池   

水文学は地球上の水圏を海洋と陸水に大別し，陸水をさらに地表水と地下水に類別し，地表水は河川のような流  

水と湖沼のような静水とに分類している．．貯水池（Pond，ReseてVOi工）ほこの地表水中の静水の軍ちゆうに入り，  

湖沼（Lake，Swamp）とは姉妹関係にある．したがって湖沼学の先覚者F．A．．FoREL（1841”1912）が湖沼に．対  

して下した次の定義ほそのまゝ貯水池にもあてはめることができよう“（1）「湖沼とは四男陸鞄に囲まれた窪地の申  

に．あり，海とは直接に連絡していない事止する水塊である一」すなわち水文学的には湖沼も貯水池も陸水形態としそ  

は区別される性質のものではない∴ただその成因において湖沼の無目的なるに対して貯水池は着日的であることやミ  

両者を区別する基本的因子であり，これが両者め構造，生態，利用などにわたってある程度の性格的差異を示す要  

因と．なっていることが予想される′ すなわち湖沼は自然力によって生成されるのに対して貯水池は人為的に造成さ  

れるものであるい火山の火口，地援の隋投，氷河の侵蝕，熔岩流あるいほ砂流などによる渓流の堰止めなどによつ  

て地表に．形成された窪地に水を湛え．たものが軌沼，沼沢であり，いずれもその成因をなす原動力は自然力である、、  

そこにほ人間の存在，人間の意志の存在を必要としない．これに反して貯水池は人間の意志に．よって初めて存在す  

るもので必ずなんらかの目的をもって造成せられるものである．この成因の基本的差異は自らその利用の薗で異つ  

た性格を示すことと．なろう．   

湖沼も貯水池も今計では，発電，工業，虚業，生活などの利水から河川の流量調節，洪水防禦などの治水に．至る  

まで現在生酒に．おける水賓源活用の対象として最も塞視され利用されている小 したがって湖沼もその貯水利用度の  

増加に伴ってあるいほ流出口に堰を設けて水位の上昇をはかり，あるいは湖岸に随道を穿って水位を低下せしめる  

などの人為的施設が加えられつつある．．しかし湖沼の貯水利用は一・股に平水位を中心とする一部であるのに対して  

貯水池の利水は多くの場合貯水全体を対象とするが故に湖沼水位の年変化は表層に現れるにすぎないが，貯水池水  

位はほとんど全水位にわたって変化す－る場合が多い一．この水位変化の相異は両者の水質，水温，生物などの生態か  

ら池倖侵蝕，流入嘩砂の磯掛こまでえ．いきようし，さらに貯水池が有する堰碇，取水，土砂吐などの人為的構造物  

の存在も湖沼とは臭った性格を貯水池が示す要因となっていることが考えられる岬   

生成の沿革からみると湖沼は貯水池に比して著しく古いものの存在が推定されるが，秋本潮，大正池（湖）の  

如くその生成が極めて新しい時代に属するものもある・貯水池造成の沿革は，人類史以前から存在するであろう湖  

沼には比すべくもないが，モルガゾの説のように世界の農業史が水利史と一激するとすれば数千年の歴史を着する  

古い貯水池も存在するであろうことが想像され，一・男水資源活用のため最近■でほ毎年数膏偶の貯水池がわが国でも  

造成されつつあるい貯水池と湖沼の沿革の巾は著しく異るとほいえ，その生成と変移は共に類似の過層をたどりつ  

つあるものといえよう．   

またその規模において貯水池ほ湖沼に比して一・股に小であるとの通念があるが，近時の大鰐水泡ほ大なる湖沼に．  

匹紗するものが造成されつつある‖たとえば，アメリカのHoouer Darnによって形成されたMead Reserv。ir・（2）  

は琵琶観に匹敵し，北海道雨龍敏一常永池し3）は田沢湖に匹敵する．また敢近その計画が発表されたエジプトのAs＿   
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wanHigbDam（4）の如きほ．貯水盈1280億m8に．および世界的大潮の列に加わるであろう小かくの如く貯水池と湖  

沼とは，その親現に．おいても漸次近接しつつあると小うべきであろう．かくの如く貯水池と湖沼とは陸水形態とし  

ては基太白勺にほ異る存在ではないが，ただその成因に起属する相異は制水と関連してその生態機構にかなりの差異  

を示すものではなかろうか．   

従来湖沼学はその研究分野として貯水池をも包含しているが，実際に・研究対象として採り上げられているものは  

主として湖沼であって，貯水池についての調査研究をおこなった事例は乏しいようである・蕾村信書氏の湖沼学に・  

おいても，またPAULS．W乱CIiのLimmology（6）に．おいてもPondはSpeCialtypesとしてこれに償の頁をさいて  

いるに過ぎない．その理由としてはやはり前記の成因と利水に・関連した両者の二次的性格の相違によるものと考え  

られよう．  

‡日本および香川県におけるかんがい用貯水池の現状  

（1）日東に．おけるかんがい用貯水池の現状   

わが国は古来水稲の国としで早くよりかんがい用水源としての貯水池が造成されてきたことは古事記，日水雷紀  

な・どの古文習に見られるところである．．（さ9）これら古い貯水池が主として大礼河内などに遜成されたことほ該地  

方が舌代わが国文化の中心地静であり，農業開拓の先進地であったこと．から理解できることであろう一・しかし後述  

するように奈良県，大阪府などは現在も貯水池が多い地帯であることから考えて，単に・この地方が前記濫由による  

他に地形気象などの自然的条件も貯水池を必要と．する重要因子であったことが予想される．   

竹内常行氏（10）ほ全国的に．貯水池の分布について研究され，その分布の要因を抽出されている．それに・よると，  

貯水池分布の粗密を支配する要因はかんがい面積とその集水流域面積との不均衡を第一・とし，それに貯水池造成適  

地の存否と陸水盈多寡の自然的条件とが相まって決定づけられていることを指摘されている．．さらに．附帯的因子と  

して農業土木技術の進執水利系統の統合，水利組合の協調などの点も挙げられている．   

全国的貯水池に蘭する研究ほ前記竹内常行民の地形図上討測が唯一のものでほなかろうか．その分布図に・よれば  

特に．貯水池の多い地方ほ．，兵庫，香川，大阪などの瀬戸内沿岸の諸府県であることを示している小   

全国的貯水池の統釘的調査は主として農林省に．おいてこれまで数回試みられてきたようであるが，そのほとんど  

は魔魔の構造，特定の親槙，あるいは欠格ある貯水池などについておこなってきたものであった．   

最近に至って一腰林省は全国的にかんがい用貯水池の実態調査を契施しその集計の一部が発表された…（11）この調  

査は昭和27年度に着手し各都道府県を通じ各市町村別にその親槙の大小を問わず一切のかんがい用貯水池を対象と  

したものである一．そのうち受益面窟5ha以上のものおよびなんらかの欠隋を有する貯水池については特に詳細なる  

事項にわたって調査している．   

この調査の結果によると従来その個数さ．え．謎とされていた全国かんがい用貯水池は291，060個と集糾された小 こ  

の個数の信頼度については，その調査の性質上ある極度の疑問をさしはさむも，現在の段階では．この程度の概数を  

もって足れりとする外はないであろう．   

第1表は全国291，060個の府県別および地帯別個数であり，第1因は以上の分布を図示したものである．この図  

表から全国的分布の候向をみると10，000個以上の府県は兵庫，香川，島択，山口，広島，奈良，長崎，新潟，岡山  

の9県で，1，000個以下は東京，山梨，神奈川，高知，群腐，北海道，鹿児島，栃木，埼玉，宮崎の10都道府県で  

ある．最大ほ兵庫県の50，431個，患小は東京都の47個で，1肝県平均6，327個となる・次に北海道を除いて全国を  

日本海岸，太平渾韓および瀬戸内沿岸の3地帯に大別してみると日本海薄地帝（12県）72，928個で1県平均6，077  

個，太平洋岸地帯（21県）62，422個で1県平均2，972個，瀬戸内沿岸地帯（12県）155，149個で1県平均12，929個と  

なる．すなわち，全国46都道府膜のうら瀬戸内沿岸地帯12府県でその大半を占め，特に兵歴県ほ1県で全国の6分  

の1をこえ，それに香川，岡山，広島，山口の4県を加えると112，349個で全国の3分の1をこえる貯水池を有す  

ることがわかる．   

以上の分布は府県別個数であるが，府県の両脚こは著しい広狭があり，かんがい用貯水池はその水田蘭機と密  

接な関係にあるから，各府県の水田面欝の1km2（100ba）当りの貯水池個数を求めると，その分布の粗密度はさ  

らに妥当な比率を示すこととなる∴第1表および第2図はこの値を図表示したものである．．この図表が表す全国的  

貯水池密度ほ，前記府県別個数分布と全段的僚向にはほとんど大差なく，水田1km2当り貯水池個数は日東海岸勉   
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第1表 全 国 か ん が い 用 貯 水 池  

貯水池個数 東田面顧こ哀詞  府県名  貯水池個数水田面積（ba）  

北  海  道  

北海道  561   148，340  0．．38  

日  凍  海  岸  地  帯  

菅  森  

秋  田  

山  形  
新  潟  

長  野  

富  山  

石  川  

福  井  

鳥  取  

島 根  

佐  賀  

長  崎  
小討（平均  

1668   

5806   

2451  

1ニラ133   

2844   

4572   

5270  

1160  

1725  

17897  

2272  

13569  

72928   

70，620  

104，370  

97，650  

176，980   

70，350  

72，950   
50，950  

46，380  

31，510  

49，220  

52，150  

30，380  

853，510  

2一36   

556   

2．51   

7．42   

4．04  

6。26  

10、33  

2小SO  

5。、48  

36。．38  

4．35  

4一46  

8。54  

瀬 戸 内 沿 岸 地 帯  

太 平 洋 倖 地 帯  

14．．79  

6．．75  

5。．85  

1“97  

1．36  

0．94  

1．．57  

1211 

0．．64  

1．．06  

0一．84  

2．．01  

総計（平均）  291060  
2，889，900】  10．．07  

兵庫県および香川県の貯水池個数は笠者が盾凝両  

県より得たる資料により修正した．  

帯ほ8一．54個，太平洋岸地帯はSい15偶に対して，瀬戸内沿岸地帯は22．99個で著しく密度大であることが明きらかと  

なる．．これを府県別にみると，兵庫の56一．98個，香川の52‖41個，奈良の49“82僻などが特に密度が大である小   

さらに前記農林省の全国貯水池の統計的調査資料では，貯水盈，かんがい薗除貯水池の欠格などについて調査  

しているので，2，‘3の事項について全国的概況をうかがい知ることができる．この全国291，060偶の貯水池が貯溜  

する給貯水盈は第2表の如く2，189，656（108m3）であり，1偶の貯水池の平均貯水盛は7，520m8で，甚だ少く，  

いかに小親模貯水池が多いかを知ることができる一．またかんがい面積反当貯水量ほ香川の466m8を最大に群馬の60  

m8を最小に，全国的には瀬戸内沿岸地帯に大きく全国平均1941n8となっている仲   

野水池の欠隋については受益面積5ba以上の貯水池48，970何のうち，余水吐，漏水，流入土砂，取水設備その他  

なんらかの欠陥を右するぎiう水油ほ延26，93ユ個で約55％に．およんでいる．．これは受益面積511a以上のかなり親模の大  

きい貯水池についての比率であるから，あまり省みられないノそれ上ノ下の小規模賃‡永池については，さらに多くのタ  

隋があることが予想される．   
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第2義 金国かんがい用貯水池級括表   

（2）香川県に．おけるかんがい用貯水池の現状．   

前項全国的貯水池の現状から瀬戸内沿岸地帯に貯水池が多く，その内でも香川県は兵庫県，奈良県などの諸府県  

と共に．特に．貯水池の多い県であることが理解できる．香川県の貯水池に・ついては，やはり最近まで全股的実態ほ詳  

らかでなくその個数さえも2万といい3方と称する礎度の予想にすぎなかった．しかし昭和27年度から行われた全  

国的貯水池調査の－・環として県下に廣施された調査から，その個数および2，3の事項についてかなり信顔性のある  

集計が得られた．それによると香川県下の貯水池級数は18，606個であり，小豆島始め島蝿部を除いたもので17，788  

個であることが明らかとなった一．もつともこの個数にほ現地踏査に・よって脱落せる貯水池もかなり発見されるので  

ある程度の誤差が伏在すべく，実数ほ相当これを上廻ることが予想される．－・斉5万分の1地形図上計測（島峨部  

を除く）では1，986個記載されており，したがって水滴横0〃3ba穫度以下の貯水池がその大部分であることも理解   

できる．   

これ等香川県の貯水池の全段的現状に．つい七ほ既に報告ぐ2）したから詳述をさ仇2，3の要点について以下略述  

するに止める．   

県下（以下島囁部を除く′）17，788偶の貯水池ほ1ケ町村平均122個と．なり，最大は三豊郡この宮村の788個から琴平  

町その他2，3ケ町村は皆無となづて：いる．分禰密度は綾歌，三豊の2君断こ密で全県個数の約半数（48。9％）を占めてい  

る．香川県の代表河川である香東川，土器川の沿岸には・一脚こ密度小で，概L■て親模の大なるものが分布し，その他  

の小河川沿岸ほ感度大で小規模のものが多くなっている・池数政商掛ま・5638．9baで県下水田両横の約15．8％に当る．．   

貯水池1偶の平均池数滴横は0・・31baの狭小なものとなり，1ba以下のもの16，977個で級個数の95．4％を占め，い  

かに小親槙貯水池が多いかを元している“池激両横5ba以上のものほ級数の09％に・当る150個で50ha以上のもの8  

個，最大は104ha（最近礪上げに・より136baに・拡張）の満濃池がある・   

かんがい両横と池教頭横との比率は全県平均で21％，すなわち1偶の貯水池は自己の占める面積の約5倍の水田  

しかかんがいしていない訳である．   

なお図上計測によるものであるが，貯水池の立地環境でほ．麓池が最も多く62％を占め，つづいて野池28％，山地  

10％を示し，また貯水池の標高ではその大部分の88％までが10つm以下に：立地している．   

香川県は古来貯水池の多い県と．して知られ，塞海の名と．共に全国的に著明な満濃池あり，また堰堤構造の特異な  

点で土木技術界に・熟知されている盟稔池を持ち，県下水田面横の約70％までがそのかんがい水源としてこれ等約2  

万偶の貯水池に・依存しているのが現状である．しかしこれほど多くの貯水池をもってしても現在なお用水は潤沢な  

らず，加えて今后水稲二期作，畑地かんがいなどの用水問題をひかえ，新しい水利問題が起りつゝある．最近多  

目的なる内場，長柄の二大貯水池を始め数個の貯水池が完成しつゝあるが，・一・男従来からの古い貯水池は漸次老朽  

化し幾多の欠格を示し改修を要するもの65％に・達すると云われる∴最近これ等香川県下の用水問題の根本的解決の  

手段として隣県青野川の河水を導水せんとする構想が絵合開発の名のもとに坐れつゝある．古人が営々として築き  

修築し累積して現在に・到っている香川の歴史的群小貯水池も，今や，戯業用水源としての価値を批判される時代に．  

立ち到りつゝあるものと云えるであろう．  

∬ 研究の目的およぴその分野  

（1）研究の目的   

農業用水源としての貯水池の翼賛性は前節全国および香川県の貯水池の現状からみても充分理解し得るところで  

あり，特に河川，湖沼，地下水などの水源に恵まれていない地帯の貯水池への依存性は甚だ大なるものであること   
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が理解できる．．   

しかるにこれら全匡訓勺には約30万個，香川県下でも約2万偶に∵達する大小新旧様々なるかんがい月1貯水池につい  

ては現在のところその概数を知り得る程度に止まり，その他2，3の関連審項も取会資料の集積で真にこれら貯水池  

の契態把撞には基礎資料として満足しうるものではない‖   

－・・カ貯水池の姉妹関係にある湖沼についてほ前述のように相当深く調査研究が進められているのに対し，貯水池  

については，湖沼学としてもその研究の対象と．して従来軽視されてきた感がある．もつとも貯水池の堰壊その他構  

造物と．それに関連した水温，堆砂，流入，破水などの問題は土木技術の面からは勿論換討されつゝあるい しかしこ  

れ等研究の対象も勢い大規模あるいは新設貯水池に向けられ，古い群小貯水池ほやゝもすれば省みられない状態に  

おかれて－おり，したがって－これ等の貯水池についての研究資料ほ甚だ乏しい．   

香川県の貯水池についてみても，最近築造あるいは改修されたものか，特殊事情によつで対象となった貯水池に  

ついては，かなり詳細なる実態資料が得られるが，大部分の貯水池についてはその実態は全く未知である・   

かゝる状態ほ独り香川県に止まらず，全国的に，殊に腰小貯水池の多い瀬戸内泊薄地帯の諸府県においても同様  

な問題と．して残されているであろう“   

この調査研究は以上の諸点から香川の古い群小貯水池の実態を少しでも明らかに．し，貯水池に偲存する地帯の共  

通的課題として－採り上げたものである岬  

（2）研究の分野   

貯水池の実態調査は甚だ多蚊に．直るものであり，しかも殆んど未知の状態にある貯水池を対象と／するが故に，調  

査の分野はまず一応全般的なものから始めねばならない．すなわち調査は，歴史的沿革から地理，水叉，土木な  

の自然及び技術の分野から，さらに貯水池利用の経営政策の面に到るまでの広範なる事項に亘らねばならない・   

まず歴史的沿革としては築造年次，その后の欠潰，改修，増築などの推移と災害，老朽化，欠格発生の過程から  

さらに進んで築造の要因として周辺の開拓史にまでさかのぼる必要があろう．   

次に地理的課題としては，その個数から，分布，規模，形状，標高，地質，環境などを流域，水系，水田との関  

連において検：討する必要があろう．   

第三の水文的事項と．しては，気象的要素，特に降水盈を基礎として，集水流域，集水盈，流出率，洪水盈，流入  

土砂盈など，更にこれと関連する水位変化，貯水盈，水面軌取水盈，放水盈など主として水の動的面からの検討  

がなされねばならない．   

第四の水質的事項としてほ，水温，水色，透明度，PH，ブラソクトソ，動物植物などの物理，化学，生物学的  

課題にまで及ぼす必要があろう一．   

第五の土木技術的調査としては堰堤を中心として，その位置，地形，型式，構造，材料，さらにその附帯設備で  

ある余水吐，放水路，顧水設備など主として構造物に関する調査が必要である．   

第大の農業経営と閑適する事項としては，かんがい蘭繚，水利系統，用水慣行，維持管理から，さらに用水過不  

足，欠格，多目的利用などにまで及ぼす必要があろう．．   

臥上の如く貯水池調査の分野は広く，何れの－・事項を採り上げても，また一個の貯水池を対象としても，その正  

確を期することは甚だ困難であることが予想される… まして香川の約2万個に近い貯水池を対象とすることは不可  

能であるが，一応そのOutlineを知るためにできるだけ多くの事項を採り上げ，また贋水弛もその位置，訝境，親  

槙などからできるだけ多くの貯水池を抽出選定して調査する方針をとったい  

Ⅳ 研究調査の方針および方法  

（1）調査の方針   

現地調査に免立ちまず各町村毎に代表的貯水池を平均数個ずつ選定した．この選定ほ，5万分の1地形図と県の  

断水池資料および各町村に照会した貯水池に関する報票によって，親模の大小，環境の相違に露点をおき抽出し  

たい   

親模の大小では各町利内で－・方に偏せざるように選んだが，結果的には趣く小親模のものほ採用されなかった一．  

全国的に有名なる満濃池はその親模特に大であり，また堰堤が多供式の豊稔池，最近多目的貯水池として完成した  

コソクリート富力堰埠の内場，長柄の両貯水池はそれぞれの特殊事情により除外した．．もちろんこれ等の野水他の  

実態はすでに明らかにされている，   
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貯水池選局の基準として最も靂視したのはその環境である．貯水池の性格はその環境によって大きく支配され，  

環境による貯水池相の存在が，すでに本調査以前から，県下の貯水池踏査，地形図上の釘測など密通じて推定され  

ていたので，次のように魔境による分崇を欝みた岬   

a 山地（MountainReseIVOi工）  

河川の本流又は主要なる支流を山間渓谷に．おいて締切るもの．   

b 麓池（Hil拍ide‡モ．）  

山麓の小渓流又は丘陵地の窪地を締切るもの．   

c 野池（FieldIi．）  

平野他の窪地又は僅かの高低差を利用して瀞切るもの．   

以上の環境別分弊紅・よつで一応各町村毎に適宜抽出し∴現地踏査により更に契態に即した類別を行った．   

この環境による分数ほ貯水池調査後討の基凍的因子として取扱い，環境別弛相を理解することに本研究の焦点を  

おく方針をとった．本研究の表題もかゝる点を示しているものである．  

担）調査の方法   

調査貯水池の選定は前項の方針に・より，県下で約950個を抽出した．これ等贋永池に・関する調査事項ほ約50項目  

に膏るが．、これを・大別すると現地踏査によって短時日に行いうるものと，かなり長期間に．亘る観測を必要とするも  

のとに分けられる 

現地踏査で明かに・し得るものは，位置，環境，水系，満水蘭形状，地質，流域の概要，欠隠の有無などの・「肢的  

事項，また主として実測し得たものほ，堰奨，余水吐，顧水設備などの構造物に関する事項，更に聞額り或は土地  

台帳に．よったものは用水過不足，欠格，かんがい薗軌満水両様，かんがい期間，水利罪統，多目的利用，沿革な  

どの事項であった〃   

長期観測を必要とするものとしては降水盈，水位変化，水溢，透明度，P乱 などでこれらの事項叱ついてほ前  

記950偶の金野水泡に亘り実施することは不可能のため，環境別に最も典型的なものとして次の4偶の月弓水池を選  

定した 

山地一城池（木田郡山田村粛植田）  

繚池w奥の聖油（木田郡三木町田申）  

麓池】一男井聞池（木田郡三木町平井）  

野池一平田池（木田郡三木町田中）   

これら4偶の貯水池については，降雨盈，索深，水涯，水位－，流入，歌水，金氷吐溢況状況，さらに・水温の威徳  

分布，透明度などについて観測を行った．．なおこれ等4偶の野水池が木田君机こ集中したことは，直接観測の便宜の  

ためばかりでなく一水系の貯水池を遠んだ結果でもある．   

次に．流域，降水盈，流出盈，流出率などの水史的事項については，さらに長期の観測を必要とするので，春日川  

上流で流域826．6baを肴する神内上池（山地）を選んだ．．この流域ほ更に6流域に分割し，流域内において降水盈  

（7ケ肝）河川水位■（4ケ所）の観測を・行うことにした 

現地調査は短期と長期によって次のような時期および男法をとった 

950偶の全般的調査ほ1954年より開始し，教室関係の職員および学生諸君を煩わして行ったい調査担当者は地形  

図，テープ，折尺，クリノメーター，磁針，写真機などを酪帯し現咄を踏査することとした．4偶の特定貯水池の  

調査は1955年6月から開始し，大部分の事項についてほ毎日年前9時観測を1ケ年間連続して行ったが，その担当  

は附近の鰐志家に委託したいたゞし水温鉛直分布，透明度などの事項は1ケ月に1回ずつ教室関係者の革按観測に  

よることとし，てんとう湿度計，セツキー透明度板，採泥器，測錘，ゴムボートなどを携帯した．流出率測莞の神  

内上池忙ついては，1953年度より開始し，大部分の事項ほ現地に委託し毎日午前9時観測とし，特定降雨時には教  

室関係者による直接観測を行うこととした．   

これ等の調査は現在の所完了せるものもあり，なお続行中のものもある小 さらに実態祭料をできる限り集積する  

ため県土地改良課，河川課などに保管せる貯水池資料の貸与を取うこととした 

Ⅴ 調査貯水池の概要   

調査背水弛のうち長期観測の対象としたものについてほ郡節で触れたからこゝでほ全肢的調査を行った約950個   
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の貯水池について述べる．   

調査費料の集った約950偶の貯水池中には調査不充分，不明確のものも相当あり，これ等不備なものを除い・て娩  

討可能なものとして739個を得た．その分布は第3因のようにほとんど全県下に亘り，これを県下断水池分布周（  

既報）（12）と対比しても，その分布，粗密の度においてほとんど－・致している．   

次に調査貯水池を満水面積別砿分摩すると第3表のよう匹739個のうち1ba以上のものが544個で約74％となり，  

がいして大きい貯水池を対象と．したこととなる叩 これは個数に．おいては県下捻個数17，788個に対して4．2％に過ぎ  

第3表 満水両横別調査貯水池  

5－10ha】10ha以上  満 フk 面 蹄（ba）」抽摘下∃   給個数  

7  

8 7 

ないが，満水両横1王1a玖上のものでは70％に当る．   

また集水面穏を明らかに．し得た貯水池は739偶のうら，僅かに131個であった“これは踏査結果節水池の位置が地  

形図上に明らかにされたもののうち，地形図上でその流域を明瞭に．識別しうるもののみ．について測面器で図測する  

方法をとったためであるけ香川の貯水池には平坦地に野池が多く，また麓他にしても小渓流を締切るものが多いの  

で，図上で流域の等高線を過激することが甚だ困難であった．この集水面積を明らかに・し得た131偶の分布は 

図に示すようにり大体前記739個（第4因）の分布と・一激するが，平坦地の多い地帯には野池が多いため自ら粗に．  

なる結果となっている．   

さらに・739償および131偶の貯水池をそれぞれ環境別に分類すると第4表のようになる．すなわち山池45風致埠  

第4表 環境別調査貯水池  454胤野池240個である・・麓  

池が過渾数を占めているのは   
計   

香川の地勢から山驚，小渓流  
－   ㍑   ●一 二：．・・J．  

調査会貯水池常上  240 739  の発達匿よるべく，つづいて  45j   454  
61  

7j    ≡蓋【13言  

野池が多いのほ，開拓の歴史  

古く，また遠隔の現地に．のみ  詠乳雷鳥宗池個同上驚  

ー 【  依存することの危険性から子  

池，孫池と．して平坦に発達したためであろう．山地の少ないことはやはり香川の地形および河川の瀕硬からみて予  

想されると．ころである．なおこか等実測739偶の環境別個数の比率は，県下17，788偶の環境別図上概測比率（12）と大  

差はないり   

集水面桟を明らかにし得た131偶の環境別では山地24個，観池107個で野池は皆無である．山池はがいして集水面  

積を因測し易く45個申24個を得たが，額池は困難なるもの多く454個申107個にすぎず，野池は前記理由により集水  

面積を朗らかにすることはことごと．く不可能であった．ここに集水面租と称するのは直接流域であって，癒池など  

ほ間接流域に依るものも相当あることが考え．られが，こ．れを明らかにすることはできなかった．．   

以上は調査貯水池の概要であるが，県下全貯水池と対比して，今回の調査が，その分布と粗密においてほとんで  

－激し，その環境別分布においても大差なく，たゞその個数に・おいて僅か4．2％に過ぎないが，満水面積1ba以上  

のものでは70％を占めていることとなる・したがって今回の調査検討ほ，かゝる条件のもとにおいて香川の防水他  

の性格分析に適合せるものと考えて差支えないであろう．   

なお香川の群小貯水池を対象とする検討の際，全国的貯水池の性格もある程度併せ換討することが必要となって  

来る・全国的貯水池資料としては個々のものは別として全国的にまとまったものは・本邦高士堰堤認（4）および日本発  

竃用高堰堤要覧（3）がある．、   

本邦高士堰堤誌は昭和9年鼻冥土木学会において刊行せるもので，本誌に採録せる貯水池は．総数263個で，そ  

の分布は日本および朝鮮全域に亘づている・採録の基準は大体軽高50尺（約15m）以上貯水盈5，000立坪（約1EO   
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，000m8‘）以上，満水両横10町歩（約10ha）以上の貯水池となっている．貯水池の利用膳柑勺はかんがい用のものが  

大部分であるが，発電用，上水道用のものも多少含まれている竹森叢刊行以来約20年，その間全国的には幾多の土  

堰埠が築造されて来たが，しかし本誌に採録せる土堰堤は現在も倍量更なる貯水池であり，ことに土堰堤である香  

川の貯水池との対比には好個の資料と云うべきであろう．   

臥本発電用高堰堤要覧は昭和29年発電水力協会から刊行されたもので，やはり埠高15m以上の貯水池が採録され  

ており，級数202個で，うち工事中のもの40個を含んでいる．堰堤ほ大部分コソクリ←ト富力武で，土堰疑は15個  

に・過ぎず，その他数個の扶壁岬石塊，洪などの特殊型式のものを含んでいる．   

以上二つの資料ほ共に・全国に．亘るものであるが，その分布の傾向をみるど前者は，その約46％までが瀬戸内沿岸  

地帯にあり，後者ほこれと運に．約59％までが中部，巽北，北海道など山岳の多い地帯に立地していること．は今后の  

検討上注意すべきであろう町 これ等2資料の貯水池個数および地方的分布の概要は篤5表に示す通りである．  

第5表 地 万 別 引 用 資 料 貯 水 池  

級個数軽侮道J兼  北1関東i中部f近畿庫国恒国l九蠣川  資  料  

48r（11）  

22（0）   

東邦高士堰壁誌  

日本発電用高堰堤辛党  

61 18  

20  16  

む す ぴ   

この研究は以上述べた如き目的と方針のもとに香川県下の貯水池を採り上げ，特に．その環境に．重点をおき，その  

実態から貯水池柑を探らんとするものである．．しかし，その個数と調査事項を多く望めばその結果は浅薄となり，  

深く追求せんとすればおのずから制約を受けて局部的となり，その全きを期することは到底1個人が短期間に果し  

うるものではない．たゞ－・事項でも調査資料の整い次第これを・検討しつゝ更に調査を続行し，貯水池柏の－館でも  

朗らかにし得れば幸いと思っている．なおこの一・遵の研究ほ文部省科学研究交付金，良林省および香川県よりの委  

託研究掛こよって実施中のものであり，これら関係当局各位に．深謝する 

参 考 文 献  
（1）膏村信書：湖沼学，（1936）． 

（2）CYRIL，S．．Fox：Water，（1951）． 

（3）発電水力協会：日東発電用高士堰堤要覧，（1954）． 

㈲ 良業土木学会：本邦高士堰堤誌，（1934）一 

（5）田中阿歌麿：諏訪湖の研究，（1918）．  

（6）Ⅵ71左L（）H：Limnology，く1952）．  

（7）土木学会誌：41（5），（1956）．  

（8）田中貞灰：娃漑排水，（1941）．  

（9）牧隆泰：盛業工学，（1943）．i  

（1吻 竹内常行：溜他の分布について，地理学評論，ほ   

（4′｝6），（1939）．  

他 秦野政明：日本に．おける溜他の現状，ConcIete   

Dam，15恥，（1956）．  

q可 部川忠夫：香川県の溜池について，香川農大学術   

報貿，6（3），（1955）〃  

㈹㌧薗村光雄：大阪府下における溜他の調査研究，農   

業土木研究，相性），（1952）．  

（抽稲見悦治；台地の開発と水利施設形成過程，地理   

学評論，28佗），（1955）． 

個 竹内常行‥加古川明石川間洪積台地の溜池，地理   

学評論，18，（1949） 

姻 富多村俊雄‥日水諾漑水利慣行の史的研究，   

（1950）．  

且Ⅵ 秋葉満寿次：日射こおける准漑の－性格と歴史，   

良学，柑（2），（1948） 

胸 中野宗治：陸水を利用する水産増殖，褒学，18（2），   

（．1948）．  

仏9 和田保：溜池の災害について，九州災害調査報償   

署，（1954）“  

R昌S u m畠  

1・TheIeSerVOirsareconsidered as having the peculiar phase comes from the environment 

Thisworkisapfelimiaryreportofthestudytosurveythephaseoftheirrigationalreservoirs  
in Kagawa Prefecture 

2一First，Webegantostudybycomparingthereservoirswithlakesasashapeofinland water 

3”Secondly，relatedthepresentcondition oftheirrigationalreservoiISin Kagawa Prefecture   
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and．Tapan． 

4．．Thenwrote downthe division，Objectofthestudyandthemethod，directionoftheinvestigation・  

5．Iwrote the outline of those reservoiISWe hadinvestigated aboutandthe reservoirsquoted・  

6．．ThenasthematerialsinvestigatedareorderedタIamgoingtoexaminemore clearlyintothe   

reservo汀phase．  

鰐′   
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